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『地区防災計画制度の最大の特徴は、地域住民や事業者が、自ら自発的に地区の防災計画の素案を作

り、それを、市町村（防災会議）に提案する計画提案の仕組みが準備されていること（災害対策基本法

第 42 条の２）。 

この計画提案は、ボトムアップ型の一つの要素であるとされている。また、地域住民等が地区の特性に

応じた計画をつくること、 

地域住民等が実際に継続して実施していける計画である必要があること等の特徴がある 

 

（注）以下の図は、内閣府 地区防災計画ガイドブックP3.P13.P14.の図を一部引用↓ 
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★重要な視点↓ SDG’s 仙台防災枠組み・・・  誰一人取り残さない」↓ 

 

 

 

※ 行政の方針」（公助の限界）→ 自助」 共助」の必要性・・・過去教訓と正しい知識の共有 

  ①まちを知る 

a. 人口構成（訪問人口含む/昼間 vs 夜間、災害時要配慮者・利用施設 等） 

b. 災害リスク（過去災害履歴/地震・津波・洪水・土砂災害他、地勢・標高、河川 等） 

  ②自主防災組織（活動状況、住民・企業・学校・病院等との連携 等） 

  

★地区防災計画の目標★  

 災害時に、誰が、何を、どれだけ、どのようにすべきか」を、まちのみんなで協力して準備する。 


